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わが国における異言語間接触，二言語併用に関する研究対象のーっとして，在日外国人約 8 5 万人のう
ちの 80%を占める (1987年現在)といわれる在日韓国・朝鮮人の言語生活の実態の解明というテーマ
がある。このテーマは社会言語学としてもっと取り組まなければならないはずであり，そしておそらくそ
の認識は多くの研究者が共有しているはずであるが，乙の方面の調査には，さまざまな問題がからんで困
難がある上'c.，客観的，科学的な取り扱いのむずかしいと乙ろがあって，研究はほとんど進んではいない
のである。筆者は，在日韓国人を対象に調査を行い，乙の分野での研究に新たな展望を聞いた。本論文は
その点でも画期的なものである。
さらに本論文の評価すべき大きな点は，アメリカに住む在米韓国人に対象を広げた乙とである。筆者は
直接アメリカに出向き，東部のニューヨーク，中西部のシカゴ，そして南部のヒューストンの 3地域で韓
国人社会に入って調査を実施した。アメリカでの実態と日本での実態の対照結果は極めて興味深いが，例
えは，母国語の伝承に関して， í母国語を話すべきだ」といった意識は在日韓国人より在米韓国人の方に
市i
圧倒的に強い乙と，そして，在日韓国人の特に若年層においては母国語である韓国語を外国語と意識する
傾向が顕著に現れていることなどを具体的なデータで示したのは貴重で、ある。
と乙ろで，本研究では「在外韓国人J と韓国内に住む「韓国人」との言語生活の実態を対照する乙とに
より，両者の差異がより一層浮き彫りになるとの考えから，韓国人に対する言語調査も併せて行っている
のであるが，本論文においては乙の両者の対照研究は十分になされているとはいいがたい。しかしながら，
乙の点は自ら研究を推進する能力を持つ筆者の今後の分析にまつべきであろう。
なお，本論文では韓国人と日本人の言語行動，言語意識についても詳しい対照研究がなされている。
例えば，敬語の使用度lζ関して，韓国人は「今のままでいいJ という現状維持派が多いのに対し，日本人
は「今より減らした方がいいJ という回答がもっとも多い乙とを明らかにした点などは対照社会言語学の
将来に明るい見通しを与えるものとして意義深い。
以上のように，本論文は労作であり，すぐれた学問的業績である。学術博士(課程)の学位申請論文と
して十分の価値を有するものと認定する。
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